
Rebro よくある質問 

 

 更新日：2026/09/07 Rebro2026対応  取り込みした外部参照図面が編集できない 

Q 取り込みした外部参照図面が編集できない 
  

A1 [図面の取り込み]を解除し、外部参照図面を編集します 
  

A2 外部参照図面を読み込みます 
 

[ホーム]タブ-[外部参照の設定]の[図面の取り込み]は、参照状態を維持したまま外部参照図面のコピーを参照元図面

に同梱する機能です。そのため、参照元図面で移動や削除などの編集をすることはできません。 

([図面の取り込み]の詳細については、テクニカルガイド「外部参照」をご参照ください。) 

 

[図面の取り込み]を解除して外部参照図面を編集するか、参照元図面に外部参照図面を読み込みます。 

 

▼A1 [図面の取り込み]を解除し、外部参照図面を編集します 

1 
参照状態を維持したまま編集を行う場合は、取り込みを解除して編集します。 

[外部参照の設定]で取り込みを解除する外部参照図面を選択し、[解除]をクリックします。 

[OK]をクリックし、解除する外部参照図面の保存先のフォルダを指定すると、指定したフォルダに外部参照図面が

保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 
外部参照の要素を選択し、コンテキストメニューから[参照先図面を開く]をクリックして外部参照図面を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開いた外部参照図面を編集し保存した後に、参照元図面で外部参照図面を更新します。 

操作の詳細は FAQ「外部参照先図面の内容を一部変更したい」をご参照ください。 

 

 

●補足説明 

[開く][クラウドから開く]からも、外部参照図面を開くことができます。 

 

 

 

 

 

[解除]をクリック

すると、「OK後に

解除します」と表

示されます。 

https://www.nyk-systems.co.jp/support/technicalguide
https://faq.nyk-systems.co.jp/--68907f04b614d630f459240e
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p. 2  取り込みした外部参照図面が編集できない 

▼A2 外部参照図面を読み込みます 

 
外部参照図面の要素を参照元で直接編集したい場合は、取り込みの解除後、[ホーム]タブ-[読み込み]で外部

参照図面を参照元に読み込みます。 

読み込みした図面は、外部参照ではなく参照元で作図された状態となるため編集が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

●補足説明 

取り込みの解除が不要な場合や、読み込み済みで外部参照図面が不要な場合は[外部参照の設定]-[削除]で参照

元から削除します。 

 

 


